
  

 

 

                

 

報道発表資料の配付日時  ８月２０日（木） 10 時 00 分 

発 表 項 目 
（ 行 事 名 ） 

 
令和８年度（2026 年）北海道シェイクアウト及び避難訓練の実施について 
 

記者レクチャー 
の お 知 ら せ 

(実施日時) 

  
発 表 者  

発表場所  

 

概 要 

 

 宗谷総合振興局では、地震・津波発生時における職員の適切な初動対応及
び避難行動を確認し、災害対応能力の向上を図ることを目的として、地震を
想定した「北海道シェイクアウト訓練」及び大津波警報の発表を想定した「避
難訓練」を実施します。 
  
 ○訓練日時  令和８年９月１日（火）10：00～（40 分程度） 

○訓練参加者 北海道シェイクアウト：約 300 名 
        避難訓練：約 100 名 
 ○訓練概要   

・北海道シェイクアウト訓練 
   各職員がそれぞれの場所で約１分間、「①Drop（まず低く）、②Cover

（頭を守り）、③Hold on（動かない）」の基本行動（安全行動の①－②
－③）を実施。 

 ・避難訓練 
   北海道シェイクアウト訓練終了後（地震の揺れが収まった後）、大津

波警報（津波高３ｍ超）が発表されたことを想定し、代替施設である稚
内高等学校及び庁舎４階への避難を実施。 

 ○スケジュール（予定） 
時間 内容 

10:00～10:01 北海道シェイクアウト訓練 

10:02 大津波警報発表 
稚内高校への避難開始（徒歩）※約 60 名 

10:10 庁舎４階への避難 
庁舎に残った３階以下の職員は４階大会議室に避難
（警報発表後、おおむね 10 分後までに庁舎外へ避難で
きなかったことを想定）※約 40 名 

10:20 頃 稚内高校到着 
 

参 考 
気象警報等が発表された場合や管内で大きな被害につながる事案が発生

した場合は、訓練を中止します。 

 

報道（取材） 
に 当 た っ て 
の お 願 い 

・取材場所について 
シェイクアウト訓練については、総務課又は地域政策課執務室で行ってい

ただきますようお願いします。 
また、避難訓練については、通行人や車両の通行に支障が生じないよう、

稚内高等学校敷地内又は庁舎４階大会議室で行っていただきますよう、ご協
力をお願いします。 

他 の ク ラ ブ 
と の 関 係 

同 時 配 付 
同 時 レ ク 

 
(場所) 
 

 

担 当 

（ 連 絡 先 ） 

宗谷総合振興局総務課総務係 
担当者 係長 中村 和加子 TEL 0162－33－2517 （内線 2111 ） 

宗谷総合振興局地域創生部危機対策室 
担当者  主事  落田 和樹  TEL  0162－33－2526 （内線 2192 ）  

９／１（火）の行事 



宗谷総合振興局における令和８年度（2026年度）北海道シェイクアウト訓練実施要領 
 

宗谷総合振興局地域創生部危機対策室 
 
１ 訓練目的 
  「災害時には、自らの身の安全は自ら守る」という防災の基本を徹底するとともに、人的・経済的被
害を軽減する「減災」に向けた行動を体感することにより、道職員等の防災リテラシーの向上を図るこ
とを目的とする。 

  ※ 防災リテラシー：防災に関する知識や技術を自ら学び、活用する力 
 
２ 訓練実施日時 
  令和８年（2026年）９月１日（火）１０時００分から 

（緊急地震速報等の庁内放送）～１０時０１分頃 
 
３ 訓練実施場所 
  北海道宗谷合同庁舎（以下「合同庁舎」とする。） 
 
４ 訓練概要 
（１）サロベツ断層帯を震源とする大規模な地震により、稚内市が震度５強の揺れに見舞われることを

想定し、合同庁舎に緊急地震速報及び安全確保行動を促す旨の庁内放送をする。 
（２）所属の代表者等は、地震発生時に職員へ速やかに安全を確保するよう指示する。 
（３）職員等は、DROP（ドロップ）、COVER（カバー）、HOLD ON（ホールド・オン）の順に、安全を確

保する行動を取る。（約１分間） 
 
  ① ドロップ：姿勢を低く！ 
  ② カバー ：体や頭を守って！ 
  ③ ホールド・オン：揺れが収まるまでじっとして！ 

(約１分間) 
                                        ※ 周囲の状況に合わせた安全な体勢を取るようにする。 

 
５ 訓練対象者 

  合同庁舎で勤務する全職員を対象とする。なお、訓練への参加は任意とする。 

  また、訓練参加に当たっては、周囲の状況や体調等に留意し、無理のない範囲で落下物等から身
を守る行動を取ることとする。 

  合同庁舎内の入居団体等の職員や来庁者等が参加することについては差し支えない。 
※ 入居団体等に対しては、所管する課から連絡することとし、一般の来庁者等には、当日、事前
に庁内放送等により周知する。 

 
６ 実施方法 
  別紙「訓練の流れ」による。 
  各所属の代表者（代表係長・主査等）は、職員に対し注意喚起や安全確保等の指示を行い、職員は身
の安全を確保する行動を取る。 

 
７ 訓練実施準備  
  事前に各所属において、訓練中にシナリオに沿った声かけを行う代表者（代表係長・主査等）を決定
する。（可能な範囲で実施する。） 

 

 

 



 

「大津波警報発表を想定した避難訓練」実施要領 

 

宗谷総合振興局総務課 

   

  稚内市津波ハザードマップによると、3.7 メートルから 4.4 メートルの大津波が発

生した場合、宗谷合同庁舎の所在地は１～３メートルの浸水が想定されています。

このため、第一波の到達が想定される 15 分以内に浸水想定区域から避難する必要が

あり、その際には代替施設である稚内高等学校へ速やかに避難することとしてい

る。 

  このことから、大津波警報が発表されたことを想定し、「北海道シェイクアウト」

と併せて大津波警報発表を想定した避難訓練を実施する。 

 

  【想定される津波】 

   ・サロベツ断層帯北延長からサハリン西方沖にかけての地震 

第一波到達時間 １５分 津波の高さ３．７ｍ 

     ・北海道北西沖の地震 

第一波到達時間 ３６分 津波の高さ４．４ｍ 

 

 ※ 第一波到達時間及び津波の高さは稚内港のもの（稚内市津波ハザードマップより） 

 

 １ 訓練実施日時 

   令和８年（2026 年）９月１日（火）10:02～ 

（北海道シェイクアウト訓練を含め 40 分程度） 

    ※北海道シェイクアウト訓練終了後、引き続き実施。 

 

 ２ 参加職員数等 

   １００名程度 

   （稚内高等学校への避難及び庁舎４階大会議室への垂直避難を合わせた人数） 

 

 ３ 訓練概要 

   地震を想定した防災訓練「北海道シェイクアウト訓練」に引き続き、大津波警報

が発表されたことを想定し、稚内高等学校への避難及び庁舎４階への垂直避難訓練

を実施する。 

 （1）10 時 00 分    北海道シェイクアウト訓練 

 （2）10 時 01 分    大津波警報発表（Ｊアラートの音声等を庁内放送） 

（3）10 時 02 分  稚内高等学校への避難を開始(２ルートに分かれて移動) 

（4）10 時 10 分    庁舎内から出られなかった職員は、４階大会議室への 

垂直避難を開始 

避難完了後、避難行動に関する解説を行い、随時解散 

 （5）10 時 20 分頃  稚内高等学校（校門）に到着 

避難行動に関する解説を行った後、別紙ルートにより随時帰庁 



別紙 避難経路図 

 

 
 

 

凡例 

  ①コース 

  ②コース 

  ①＋② 

  総務課職員（目的地） 

 

※誘導員として①と②の列の 

先頭と最後尾に総務課及び危機対策室職員を配置 

① 

② 

①＋② 



お問合せ先 北海道総務部危機対策局危機対策課

電話：011-204-5008 FAX：011-231-4314 Eメール：somu.bosai22@pref.hokkaido.lg.jp

北海道シェイクアウト 検 索

大地震の発生を想定し、参加者が一斉にそれぞれ

の場所で「安全確保行動（まず低く、頭を守り、動

かない）」を実践する訓練です。短時間で、どこで

も誰でも、気軽に参加できるものですが、地震発

生時、直ちに身の安全を守る行動をとることを習

慣づけるためには大切で、必要不可欠な訓練です。

または

下のURL・右の二次元コードの参加登録ページから訓練参加のご登録を！

https://www.harp.lg.jp/cFERiyuI

登録〆切：8月31日 （実施前日）

◼ 安全確保行動に続いて避難訓練

◼ 地震や津波について防災学習

◼ 家具固定・備蓄品の点検

◼ ハザードマップの確認 など

https://www.harp.lg.jp/cFERiyuI

